
第１回策定会議の意見振り返り 

 

 

資料② 

【凡例】赤文字：地震  青文字：津波・風水害  緑文字：土砂災害  黒文字：その他全般 

項 目 第１回策定会議で出された意見 

①災害の基礎知識・ 

基礎情報 

・正確な地震予測 

・津波到達時間 

・津波の想定浸水高 

・津波の浸水経路（河川の遡上） 

・地震と津波の連動性 

②その他の知識 ・季節、時間帯による交通量（避難ルートが通れない可能性あり）

・各家庭における備蓄品 

・緊急時の持ち出し品 

・自主防災隊の機能（災害発生時の自主防災隊の対応方法） 

・家庭内における避難経路の設定方法（安全な避難経路の選び方）

③意識啓発 ・一人ひとりの避難計画を作成する 

・近隣との話し合い 

④情報収集・伝達 ・迅速な避難情報伝達の体制 

・津波情報の伝達方法 

・情報の種類 

⑤発生前の減災方法 ・高い場所への移転の周知 

・家具固定化による人命の確保 

・減災方法 

⑥災害発生後の対応 ・地震発生後の避難のタイミング 

・地震発生時にとるべき行動ポイント 

・災害別の避難方法（徒歩、自動車、車いす等） 

⑦防災マップ ・化学薬品等の危険物の所在地表示 

・精度の高い（最新被害想定を用いた）ハザードマップ 

⑧高齢者・要援護者・ 

 災害弱者 

・災害弱者の支援 

⑨冊子の体裁・表現方法  

●今後の課題（別途検討が必要な事項） 

ソフト対策 ・災害本部立ち上げまでの対策 

・避難所の運営方法 

・被災した際の支援・援護 

・ライフジャケット等の設備の充実 

ハード対策 ・海岸の高潮対策 

・高潮対策のための土砂確保（土嚢用） 

・係船もよる 2 次災害の防止 

・津波避難ビル等の避難地の確保 

・埋立地の対策（液状化の防止） 

・避難所の耐震化 

・落橋防止策 

 


